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三 酸性のはたらきのある水溶液やアルカリ性のはたらきのある水

次 「固体の酸物質と液体の酸物質が作る水溶液のはたらき」／「二酸化炭素の水溶性」 溶液はそれを作る元になる物質（酸物質・アルカリ物質）があ
法 り、それらは大気中や河川等に放出してはならない。
則

（ａ） （ｂ） （ｃ）
第
二 クエン酸・酒石酸・アスコルビン酸は共に水に溶けて、水溶液が酸性のはた 液体の酸物質も水に溶けてはじめて酸性のはたら 二酸化炭素は水によく溶ける。まわり
次 らきを持つ。水に溶けて酸性のはたらきを持つ物質を酸物質という。 きができる。水がないと酸物質だけでは酸性のは の空気をうすくしてやる（減圧）とア
法 たらきはできない。 ワになって水から出てくる。
則

(Ⅰ) (Ⅱ) (Ⅲ) (Ⅳ) (Ⅴ) (Ⅵ) (Ⅶ) (Ⅷ)

第 クエン酸水溶液は 酒石酸水溶液は アスコルビン酸水溶液は (1)(2)(3)の酸水溶液で 酢酸水溶液は酸性のはた 酸物質は水に溶けて酸性の 二酸化炭素は水にたくさ まわりの空気を少なくす
一 CaCO3、石灰石、貝殻、 CaCO3、 石灰石、 貝殻 酸性のはたらきがある。 は a)から g)が変化した らきがある。 はたらきが出来る。水に溶 ん溶ける。 ると水に溶けていた二酸
次 NaHCO3、Mg を泡を出し NaHCO3、Mg を泡を出し アスコルビン酸は酸物質 のに水、砂糖水溶液、食 酢酸は常温で液体の酸物 けないと酸性のはたらきは 化炭素（気体）が泡とな
法 て溶かす。 て溶かす。BTBは黄色に、 である。 塩水溶液では何も起こら 質である。 出来ない。 って出てくる。
則 青色リトマス紙を赤色に 青色リトマス紙は赤に変 ない。色の変化もない。

変えさせる。 える。

①固体の酸物質と酸水溶液 ②液体の酸物質と酸水溶液 ③減圧による水溶液からの気化

事 クエン酸水溶液に炭酸カ 酒石酸水溶液に炭酸カル アスコルビン酸水溶液に 水（蒸留水）に CaCO3、 酢酸水溶液に (B)水 10mL に酢酸 10mL 水と二酸化炭素を入れた 水に溶けていた二酸化炭
実 ルシウム、石灰石、貝殻、 シウム、石灰石、貝殻、 CaCO3（石灰石、貝殻）、 石灰石、貝殻、NaHCO3、 CaCO3、 NaHCO3、 Mg を混ぜた酢酸水溶液の方が ペットボトルは、すごく 素の気体が、まわりの空

炭酸水素ナトリウム、マ 炭酸水素ナトリウム、マ 炭酸水素ナトリウム、Mg Mg を入れても何も起こ を入れると、泡を出して 泡を激しく出して Mg を溶 へこむ。 気を抜く（減圧される）
グネシウムを入れると、 グネシウムを入れると、 を入れると、どれも泡を らない。青色リトマス紙 溶ける。BTB は黄色に かす。 浣腸器だと 70cc くらいま ことによって泡となって
どれも泡を出して溶ける。 どれも泡を出して溶ける。 出して溶ける。青色リト は色の変化はない。BTB なる。青色リトマス紙は でピストンが入る。 出てくる。
青色リトマス紙は赤変す 青色リトマス紙は赤変す マス紙は赤変する。BTB も不変。砂糖水溶液、食 赤変する。
る。 る。BTBは黄変する。 は黄変する。 塩水溶液でも何も不変。

(1)〔作業課題 01〕 (2)〔作業課題 02〕 (3)〔作業課題 03・質問〕 (4)〔作業課題 04〕 (5)〔作業課題 05・質問〕 (6)〔課題 01〕 (7)〔やってみよう 01〕 (.8)〔観察 01〕

100 mLの水にクエン酸を 100 mLの水に酒石酸を軽 アスコルビン酸（ビタミ 90 mLの水を 5本の試験 酢酸水溶液を作り酸性の 〔課題〕(A)何も水を入れ 500 mLのペットボトルに 浣腸器の中の二酸化炭素
学 軽く小さじ 1 杯(5g)を入 く小さじ 1杯(5g)を入れ、 ン C）水溶液を作り酸性 管に分けて前時で使った はたらきのあることを確 ていない液体の酢酸 20mL 200 mLの水と 300 mLの が溶けている二酸化炭素
習 れ、ガラス棒でかき混ぜ 酒石酸水溶液を作る。 のはたらきのあることを a)から g)までをそれぞ かめなさい。どうなると と ( B) 水 10mL に 酢 酸 二酸化炭素を入れてふた 水溶液から減圧容器（真
活 てクエン酸水溶液を作る。 20 mLずつ 5本の試験管 確かめなさい。どうなる れの試験管の水に入れて 思いますか。 10mL を混ぜた酢酸水溶液 をしま 空保存庫）の中で二酸化
動 20 mLずつ 5本の試験管 に分けてクエン酸水溶液 と思いますか。 みよう。何も起こらない とに Mg を入れると、どち す。そのペットボトルを 炭素が泡になって出てく
お に分けて次のものを入れ のときと同じものを入れ （2）と同じことをして ことを確認しよう。 酢酸は常温で液体であ らがより激しく泡を出して タテに 100 回振るとペッ るようすを観察しよう。
よ て観察する。 て観察する。 確かめる。 砂糖水溶液、食塩水溶液 る。融点は約 15 ℃であ Mgを溶かすだろうか。 トボトルはどんな形にな
び a)炭酸カルシウム（チョ また、g)B・T・B に酒石 をつくって、試験管にと る。液体の酢酸と酢酸水 ると思いますか。ペット 加藤産業が作っている「真
留 ークの粉）→泡を出して 酸水溶液を入れると BTB 酒石酸は 170℃前後で融 り、上のものを入れてみ 溶液とは同じものではな ・予想してその理由をノー ボトルを振る度にへこん 空保存庫 VM タイプ
意 溶ける。 の緑色が黄色に変わるこ 解し、アスコルビン酸は よう。何も起こらないこ いことを確認する。 トに書きましょう。 でいくようすを感じ取り VM-2B」と「真空保存庫
点 b)石灰石→泡を出して溶 とを観察し記録する。 190 ℃前後で融解して液 とを確かめておこう。 ・考えを出し合って実験の ましょう。 用ポンプ VP-1B」を用意

ける。 体になる。この融解を見 結果からどのようなことが 〔質問 02〕 し、浣腸器の中の二酸化
c)貝殻 「酸水溶液（酸性のはた せて、結晶を水溶液にす a)から e)を溶かしたり、 言えるのか考えを深めてお 100 mLの浣腸器に 50 炭素水溶液をビーカーに
d)炭酸水素ナトリウム→ らきを持つ水溶液）」と ることと、液体であるこ f)、g)の色を変化させた きましょう。 mL ずつ水と二酸化炭素 移し、素焼きの植木鉢の
泡を出して溶ける。 「酸物質（水に溶かすと とは同じことではないこ りするのは、その物質が ・「人の意見を聞いて」が を入れてピンチコックで カケラを入れて(沸騰石の
e)マグネシウム→泡を出 酸性の働きのある水溶液 とを示しておく。 水に溶けて水溶液になっ 書けたら書きましょう。 ふたをします。この浣腸 代わり)ポンプで減圧す
して溶ける。 を作る物）」という言葉 たときの特有のはたらき ・実験して確かめましょ 器を振るとピストンはど る。小さな泡が出て来る
f)青色リトマス紙→青色 を教える。 であることを再度確認し う。どうなりましたか。 れくらいまで入るでしょ のが観察できる。
が桃色（赤色）に変化す ておく。 ・確かになったことはどう うか。
る。 いうことでしたか。
以上を記録する。 水温は低いのがよい。


